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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・2/14（水）青陽館の避難訓練実施。出火場所、時間はスタッフに開示しないことになっているため、当日動くことができるようにマニュアル等の確認をするようにしてください。
・2/21勤務変更　戸賀沢　年休⇒遅C（NC）、小嶋　遅C⇒日勤
・社会資源のプログラム内容について利用者様からクレームがある。今後のテーマ案をスタッフと検討。
　⇒スマホ・インターネットの使い方、コンビニ利用の仕方、電子マネーの使い方、仮想通貨、NISA、住民票のとりかた、マイナンバーの使い方、電車の乗り方、図書館の利用方法など
　※同じ内容でもデイケアとナイトケアで言い回しや説明などを変えていく必要もある。
・日誌において名前があがり「今後○○していく」という記載があるのにもかかわらず、翌日にその後の様子などが記載されていないことが目立つ。日誌から名前を下ろす際は、かならず前日と比べてどうたったのかを記載してから名前を外すようにしてください。
［各研修］
・2/9　第6回法人研修「成年後見と人権擁護」のビデオ研修
・2/11　発達障害に関する研修
・2/20・21　第9回院内研修「処遇制限」

・2/14　依存症への理解を深める県民フォーラム：申し込みは各自で行うこと

[提出物]

・1月経過録⇒2/7（水）までに作成・アップロードが完了予定であったため、終了の報告がまだのスタッフは小嶋まで。
・転倒・転落アセスメント、LASMI⇒2/28（水）までに実施し、アップロードすること。
＜利用者様情報＞

デイケア

・福井　彩　様　～8時過ぎに電話があり、東海林紀子様の件について相談がある。ラインの返信がしつこいこと、今までも突拍子もない発言に疲れてしまったことを話しており、関係を切りたいと話している。以前から、相手には子供が産まれ、今後は頻繁に連絡をとれないことを伝えているが、理解できていないようだと話している。その後、東海林様に言いたいことを伝え、同じ事を繰り返し疲れるため友人関係を解消しようと提案したとのこと。表情はすっきりとしており、今後のデイケアは月曜日と金曜日の利用となる。利用日変更の件は、東海林様に言ってほしくないとのことで、情報の扱いに留意していく。
・東海林　紀子様～福井彩様とほぼ同時に青陽館に連絡がある。昨日は、福井様に振り回されている感じやついて行けない感じがあると話しており、本日はラインによるトラブルがあったとのこと。友人関係を解消しようと言われたことで精神的に不安定となり、仕事も休んだとのこと。二人の間では同じことを何度も繰り返しており、その度に情緒が不安定となり仕事に支障をきたしていることを振り返ると、「そうですね」と自覚がある。「今までありがとう」と相手に伝えたとのことで、今までのように自分から連絡をとることは控えるよう助言をしている。
・大下　伸治　様～本日、グループホームの世話人と整形外科を受診する予定とのこと。整形外科から処方された薬を乱用していることがあるため、薬の整理も行う予定。
・冨田　紀子　様～2/14からデイケア利用が再開となる予定。歩行の不安定さや体力の低下があるため、青陽館⇔グループホーム間で送迎を行っていく。本人の希望でスーパーで降ろしてほしいと言う可能性があるため、それは送迎範囲内でないことを伝え断っていく。グループホームの世話人の情報によると、忘れっぽくなっている印象があるとのこと。外来受診は1/4週→1/2週に変更となる。
・曽我　泰庸　様～火曜日はバスが来なかったことを理由に通所出来なかったが、本日は通所出来ている。時折、バスの乗り継ぎが上手くできず青陽館までたどり着くことが難しいことがあるため、所在の確認を引き続き行っていく。
・三浦　繁雄　様～昨日、体験利用の件について確認忘れがあったため、電話をすると、本日の午後に利用したいと希望。朝起きられないとのことで、来所時間を徐々に早め、デイケアの正式利用に繋げ、生活リズムの立て直しを図ることが出来るように関わっていく。
・小泉　晋哉　様～通所出来ないことが度々あり、本日も来所せず電話も折り返しない状態である。具合が悪い際は、車で休憩をとるが、以前具合が悪いことを思い出し、更に具合が悪くなることがあるとのこと。現在週3回の利用日となっているが、利用回数の調整をし、成功体験を重ねていくことから始めることが良い可能性がある。今後、母様とも話し合い、利用回数について調整をしていく。
デイナイトケア

・鈴木　真知子様～昨日帰荘後、次姉と電話を笑顔でしていたとのこと。「しまむらに行きたい」「お金をもらいたい」と話していたため、無断外出の可能性が充分に考えられるとの事。本日はプログラム中にトイレに篭っていることがあり、下痢気味の便だと話している。その後、普通の便に戻ったとのことだが、表情の冴えなさは多少見受けられ、精神的に不安定である可能性がある。所在の確認とともに精神症状の観察を続けていく。
・稲垣　ふき　様～発熱による欠席が続いており、今朝も38℃台の発熱があり、食欲の低下もあると青風荘より情報提供がある。本日は、うしお内科を受診し、インフルエンザは陰性。風邪薬が処方となったとのこと。
・袴田　淑子　様～昨日夕方に冷蔵庫の隅で泣いていたが、帰荘後は笑顔だったとのこと。昨日の理由について尋ねると、調理プログラムの際に準備が早すぎたため、味噌汁を缶に戻すことになり、それが悲しかったと話している。先々を考えて動いていたために起こったことであるため、適切な時間に取り組むことが出来るように声を掛けていく配慮が必要である。
ナイトケア

・下妻　康貴　様～昨日、ごはんの分量で一時的にスタッフと言い合うことがあったが、その後解決しており、関係性の再構築のためか気持ちを切り替えるような発言がある。
→今回の件は、ルールや枠組みにルーズになっていたスタッフにも要因がある。臨機応変の対応も必要な場合があるが、今あるルールがなぜそうきめられているのかといった背景を考えながら対応していく必要がある。

カンファレンスシート（八木橋　牧雄様）

実施日：H30年2月8日（　木　）13：30～14：00

担当：柴崎

参加者：小嶋・斎藤・工藤・戸賀沢・佐々木

検討内容　目標計画の検討

	氏名
	八木橋　牧雄様
	性別
	男
	年齢
	59
	生年月日
	昭和33年7月17日

	主病名
	アルコール依存症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	病状悪化予防。日中活動場所の確保。対人交流能力の向上。社会性の維持・向上・生活能力の向上


	本人希望
	アルコールに左右されないよう生活を送る。

	家族希望
	家族と連絡を取ることが出来ない状況にある。

	入院歴
	計4回（最終：H24年2月20日～H24年3月5日　青南病院）

	通所歴
	　　3回目

· 前回：H23年3月14日～H23年　9月22日

· 今回：H24年3月日～現在　　（週5回/月～金曜日）

	その他サービス利用
	就労支援事業所「うみねこ幸房」


	住居：アパートで単身生活
	家族構成

妻様とは離婚している。

	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳　2級受給中
	
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

自立支援医療　受給中

障害共済年金　受給中



【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	アルコールにより日中の生活に支障をきたさずに現状の生活を維持する。
	①再飲酒をせず、健康的な生活をおくることができる。
	①ストレスを溜め込まないよう、悩み事や不安がある際には関係機関に相談するなど、ストレス対処ができるようになる。
	①不安や悩みがある時は、自分からスタッフに相談する。スタッフは､来所時には声掛けを行い本人が相談しやすい関係性を構築していく。

	
	②不調があるときは、病院を受診する。
	②不調があるときは、スタッフに相談するなどして、不調改善できるようになる。
	②不調があるときは、スタッフに相談するなどして、不調改善できるように来所時には体調を確認する。

	
	③週末の生活に気を付ける。


	③週末に生活リズムを崩さないよう改善点を探る。
	③週末の生活状況を確認し、改善点を見付ける。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①ストレスを溜め込まないよう、悩み事や不安がある際には関係機関に相談するなど、ストレス対処ができるようになる。
	アルコール依存症との向き合い方に関しては「飲みたくはない。最後に酒に飲まれたなんて言われたくないし」と断酒継続の意思を話している。
	自暴自棄になり再飲酒にならないように様子観察して、必要時には声掛けを行っていく。

	②不調があるときは、スタッフに相談するなどして、不調改善できるようになる。
	体重が減少しスタッフが病院受診を進めても「年だから、筋肉が落ちているからだ」と自ら受診することがない。外来に情報提供をした結果、血液検査を実施し、腫瘍マーカーの値が高いことから八戸赤十字病院で精密検査を受けている。

すい臓がんの告知については、ナイトケアのメンバーに話さないで欲しいと、スタッフにも特別扱いしないで欲しいと話している。
八戸赤十字病院の受診の結果をナイトケアのメンバーがいる前で話し始める事や、体重測定をして「内臓疾患があるからな」と話す事や、うみねこ幸房のパンを買っている時に「すい臓がんだから・・・」と話している。2/13に入院することをスタッフに伝え、スタッフが入院に向け、体力をつけるための食事のアドバイスをすると真剣に聞いている。スタッフが今後も食事の面でアドバイスすることを伝えると真剣な様子で頷いている。「やれることは全部やりたいから、ノートに書いてほしい」病気と真剣に向き合う意思を話している。
	家族との連絡など、本人の希望を叶えていくことが出来るように支援していく。

	③週末に生活リズムを崩さないよう改善点を探る。
	週末に生活は寝過ごすことはないと話し生活リズムは乱れていない。
	ナイトケアで入浴を促し、洗濯なども行えるよう助言していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	アルコールにより日中の生活に支障をきたさずに現状の生活を維持する。
	①再飲酒をせず、健康的な生活をおくることができる。
	①ストレスを溜め込まないよう、悩み事や不安がある際には関係機関に相談するなど、ストレス対処ができるようになる。
	①不安や悩みがある時は、自分からスタッフに相談する。スタッフは､来所時には声掛けを行い本人が相談しやすい関係性を構築していく。

	
	②不調があるときは、病院を受診する。
	②不調があるときは、スタッフに相談するなどして、不調改善できるようになる。
	②不調があるときは、スタッフに相談するなどして、不調改善できるように来所時には体調を確認する。

	
	③週末の生活に気を付ける。


	③日課（火などの危険物や食事準備）を行うときは意識して行動できるようになる。
	③週末の生活状況を確認し、改善点を見付ける。


